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こ
の
3
日
間
は
ク
ラ
ス
の
皆
と

た
く
さ
ん
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

し
た
り
し
て
、
大
阪
を
満
喫
し
ま

し
た
。高

校
生
活
の
中
で
と
て
も
良
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

2
年
6
組
　
後
藤
　
あ
ゆ
み

1
2
月
3
日
か
ら
3
日
間
、
修

学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
初
日
の

京
都
研
修
で
は
、
大
学
生
と
一
緒

に
清
水
寺
と
伏
見
稲
荷
に
行
き
ま

し
た
。
ど
ち
ら
も
有
名
な
観
光
地

な
の
で
た
く
さ
ん
の
外
国
人
観
光

客
が
い
ま
し
た
。
清
水
寺
は
、
工

事
中
で
外
観
は
見
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
歴
史
の
あ
る
物
な
ど
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

2
日
目
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ

ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
友
達
と
l

日
過
ご
し
て
と
て
も
仲
が
深
ま
り

ま
し
た
。

3
日
目
の
大
阪
観
光
で
は
、
た

こ
焼
き
を
食
べ
た
り
大
阪
弁
を
話

2
年
7
組
　
久
保
　
力
丸

私
は
、
こ
の
修
学
旅
行
で
多
く

の
想
い
出
を
作
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
壮
厳
な
寺
院
、
色
鮮
や
か
な

紅
葉
、
鴨
川
沿
い
に
等
間
隔
で
配

置
さ
れ
た
京
カ
ッ
プ
ル
達
。
歴
史

深
い
古
都
を
大
学
生
と
巡
り
、
ホ

テ
ル
の
ベ
ッ
ド
で
夜
遅
く
ま
で
学

友
と
語
り
合
い
ま
し
た
。
翌
日
に

は
U
S
J
で
絶
叫
を
あ
げ
る
こ
と

さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
絶
叫
マ
シ
ン

に
グ
ロ
ッ
キ
ー
の
何
た
る
か
を
学

び
、
衝
動
買
い
し
た
巨
大
帽
子
は

今
も
私
の
部
屋
の
隅
で
異
質
な
存

在
感
を
放
ち
続
け
て
い
ま
す
。

き
っ
と
生
涯
忘
れ
な
い
で
あ
ろ

う
素
晴
ら
し
い
旅
で
し
た
。
八
ツ

橋
と
一
緒
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

持
ち
帰
っ
た
事
を
除
け
ば
。

上
手
く
マ
ッ
チ
し
て
い
て

心
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

僕
た
ち
は
こ
れ
か
ら
受

験
生
と
し
て
気
持
ち
を
切

り
替
え
、
志
望
校
に
合
格

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

全
体
を
見
渡
す
と
紅
葉
カ

2
年
8
組
　
藤
枝
　
巧

こ
の
修
学
旅
行
を
通
し
て
、
普

段
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
買
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

京
都
の
有
名
な
寺
院
な
ど
を
見
学

し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、

ま
た
班
や
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
よ
り

絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
清
水
寺
で
す
。
清
水
寺

ま
で
の
途
中
に
あ
る
抹
茶
ア
イ
ス

や
団
子
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
が
、
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子
i
′
弓
∵
証

◎
盛
況
だ
っ
た
「
収
穫
祭
」

日
月
3
日
、
「
輝
け
！
自
然
と

笑
顔
－
・
溢
れ
る
元
気
で
大
収
穫
」

の
テ
ー
マ
の
下
、
今
年
も
収
穫
祭

が
開
催
さ
れ
、
盛
況
の
内
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

例
年
同
様
、
豚
汁
や
農
産
物
の

販
売
、
生
徒
に
よ
る
模
擬
店
や
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
体
験
な
ど
が
行

わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
活
気
溢

れ
る
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

P
T
A
で
は
本
部
役
員
を
中
心

に
準
備
を
進
め
、
コ
ー
ヒ
ー
や
や

ぎ
と
り
、
肉
巻
き
お
に
ぎ
り
な
ど

を
販
売
し
ま
し
た
。

早
く
か
ら
準
備
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
今
後
と
も
P
T
A
活

動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
商
品
開
発
を
通
し
て

2
年
1
組
　
大
久
保
芙
有
花

私
は
数
年
前
に
租
父
が
心
筋
梗

塞
を
発
症
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。
大
変

な
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の

満
足
の
い
く
も
の
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
フ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド

に
応
募
し
た
結
果
、
2
年
連
続
百

選
に
選
ば
れ
、
驚
き
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
の
特
産
物
と
コ
ラ

ボ
し
て
商
品
開
発
を
し
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
し
て
地
域

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。
更

に
、
烏
骨
鶏
の
良
さ
も
少
し
ず
つ

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
烏
骨
鶏
の
卵
を
使
用
し
た
「
烏

骨
鶏
プ
レ
ミ
ア
ム
ヘ
ル
シ
ー
マ

ヨ
、
ネ
ー
ズ
」
と
飼
料
米
で
育
て

た
ニ
ワ
ト
リ
の
卵
と
米
油
を
使

用
し
た
「
米
ま
よ
ね
え
ず
」
を

開
発
し
、
農
林
水
産
省
の
　
「
フ

ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ

ン
ア
ワ
ー
ド
」
に
入
賞
し
た
大

久
保
さ
ん
の
記
事
が
、
平
成
2
9

年
日
月
5
0
日

付
の
産
経
新

聞
に
写
真
入

り
で
掲
載
さ

れた。

生
徒
会
長
　
片
山
あ
す
か

今
年
の
芸
術
鑑
賞
会
は
「
輝
＆

輝
バ
ン
ド
」
さ
ん
と
「
和
太
鼓
グ

ル
ー
プ
彩
」
さ
ん
に
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

輝
＆
輝
バ
ン
ド
さ
ん
は
、
津
軽

三
味
線
・
ピ
ア
ノ
・
ベ
ー
ス
・
ド

ラ
ム
と
い
う
多
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

性
を
合
わ
せ
た
バ
ン
ド
で
す
。
三

味
線
と
ピ
ア
ノ
な
ど
が
合
っ
て
い

て
と
て
も
す
ぼ
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。

和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
彩
さ
ん
は
、

大
き
さ
の
異
な
る
和
太
鼓
を
使
っ

た
演
奏
を
す
る
男
性
の
み
の
グ
ル

ー
プ
で
す
。
体
全
体
を
使
っ
た
男

性
な
ら
で
は
の
迫
力
の
あ
る
力
強

い
演
奏
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
響

き
ま
し
た
。

和
楽
器
の
魅
力
が
伝
わ
る
と
て

も
有
意
義
な
2
時
間
で
し
た
。
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◎
l
年
生
大
学
見
学
会

1
2
月
5
日
（
火
）

l
年
l
組
　
蛇
名
　
笑

私
達
の
ク
ラ
ス
は
午
前
中
に
東

京
農
業
大
学
へ
、
午
後
に
は
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。
東
京

農
業
大
学
は
高
校
と
は
違
っ
た
雰

囲
気
で
専
門
の
分
野
に
分
か
れ
、

よ
り
深
く
学
べ
る
場
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
大
き
な
教
室
や
人
工
芝
の

運
動
場
、
コ
ン
ビ
ニ
、
大
き
な
図

書
室
な
ど
素
晴
ら
し
い
環
境
が
整

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
見
学
で
学

び
を
深
め
る
大
学
へ
の
興
味
が
少

し
ず
つ
沸
い
て
き
ま
し
た
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
は
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
で
展
望
台
に
上
り
ま
し
た
。

天
気
も
良
く
眺
め
も
素
晴
ら
し
か

っ
た
で
す
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と

世
界
一
高
い
雰
ワ
ー
に
登
っ
た
こ

と
は
と
て
も
思
い
出
に
残
り
ま
し
た
。

今
日
の
経
験
を
今
後
の
進
路
へ

と
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

l
年
8
締
　
高
栖
　
聖
矢

私
は
今
回
の
大
学
見
学
で
初
め

て
大
学
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ど
の
学
部
の
授

業
も
興
味
が
あ
る
こ
と
ば
か
り
で
、

特
に
全
て
英
語
で
行
わ
れ
る
授
業

は
す
ご
い
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
は

英
語
を
重
点
的
に
学
習
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
授
業
以
外
に
も
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
楽
し
い
こ
と

が
沢
山
あ
り
そ
う
な
の
で
、
頑
張

っ
て
勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

午
後
は
科
学
技
術
館
に
行
き
ま

し
た
。
薬
や
電
気
の
こ
と
な
ど
興

味
深
い
こ
と
が
多
く
、
よ
り
科
学

に
つ
い
て
関
心
が
持
て
ま
し
た
。

今
回
の
大
学
見
学
で
は
、
や
る

気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
っ
と
い
ろ
ん
な
大
学
を
見
て
、

自
分
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
セ
ン
タ
ー
試
験
を
1
5
4
人
受
験

セ
ン
雰
－
試
験
が
終
わ
り
、
い

よ
い
よ
受
験
本
番
を
迎
え
る
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
セ
ン
雰
－
試
験

は
、
全
国
で
約
5
8
万
人
が
受
験
し
、

本
校
で
は
1
5
4
人
が
受
験
し
ま

し
た。今

年
の
3
年
生
の
大
学
受
験
の

傾
向
と
し
て
、
推
薦
入
試
の
受
験

者
が
昨
年
同
様
に
、
と
て
も
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

一
般
受
験
で
最
後
ま
で
頑
張
ろ
う

と
い
う
受
験
生
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
3
年
生
は
こ
の
頑
張
り
が

実
を
結
び
、
好
結
果
が
出
せ
る
と

今
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
国
公
立
大
学
推
薦
で
3
人
合
格

l
月
2
0
日
現
在
の
3
年
生
の

進
路
決
定
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

大
学
の
推
薦
入
試
に
は
2
1
人
（
公

募
1
2
、
指
定
9
）
が
挑
戦
し
、
1
5

人
（
公
募
6
、
指
定
9
）
が
合
格

し
ま
し
た
。
大
学
の
A
O
入
試
に

は
2
4
人
が
挑
戦
し
、
2
0
人
が
合

格
し
ま
し
た
。
主
な
合
格
先
は
、

《
公
募
推
薦
》

茨
城
大
学
（
教
育
⊥
農
学
l
）

宇
都
宮
大
学
（
国
際
l
）

亜
細
亜
大
学
（
l
）

国
際
医
癒
福
祉
大
学
（
l
）

《
指
定
校
推
薦
》

法政大学（⊥）

日本大学（⊥）

駒沢大学（⊥）

国
士
舘
大
学
（
l
）

麗
澤
大
学
（
l
）

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
（
⊥
）

《
A
O
入
試
》

早
稲
田
大
学
（
l
）

東
京
農
業
大
学
（
l
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
（
l
）

帝
京
大
学
（
l
）

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
（
⊥
）

そ
の
他
、
短
大
は
5
人
が
合
格

し
て
い
ま
す
。
短
大
の
進
学
者
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
専
門
学

校
で
は
、
看
護
医
療
系
専
門
学
校

に
土
浦
協
同
病
院
付
属
看
護
な
ど

1
2
人
が
合
格
し
て
い
ま
す
。
県
立

農
業
大
学
校
に
も
合
格
し
て
い
ま
す
。

◎
就
職
は
的
人
が
内
定

本
校
へ
の
求
人
は
昨
年
と
ほ
ぼ

同
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
的
人

が
内
定
し
ま
し
た
。

主
な
内
定
先
は
、
常
陽
銀
行
、

日
立
建
機
、
ぺ
ん
て
る
、
ソ
ン
ト

ン
、
日
本
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
、
筑
波

乳
業
、
キ
ャ
ノ
ン
モ
ー
ル
ド
、
関

東
共
栄
、
吉
田
精
工
な
ど
で
す
。

公
務
員
は
、
7
名
が
合
格
し
、

内
定
先
は
、
警
視
庁
、
茨
城
県
警
、

航
空
自
衛
隊
、
石
岡
消
防
署
な
ど

です。
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王山報会ATP

◎
P
T
A

研
修
視
察

P
T
A
監
査
　
森
作
　
明
美

9
月
鍋
田
（
土
）
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
P
T
A
研
修
視
察
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
保
護
老
舗
名
と
教

職
員
7
名
の
合
計
3
7
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
日
本
大
学
法
学

部
三
崎
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
職
員
・

現
役
大
学
生
ガ
イ
ド
の
案
内
で
詳

し
く
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

本
館
を
中
心
に
複
数
の
ビ
ル
が
あ

る
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
環
境

の
整
っ
た
中
で
大
学
生
活
を
送
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
浅
草
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
　
ス
カ
イ
グ
リ
ル
武

蔵
。
人
気
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で
品
数

約
1
5
0
種
類
と
和
洋
中
も
充
実

の
料
理
は
大
満
足
。
0
0
分
と
い
う

制
限
時
間
で
は
足
り
な
い
と
感
じ

る
…
是
非
ま
た
挑
戦
し
た
い
と
思

わ
せ
る
ラ
ン
チ
で
し
た
。

次
に
J
A
L
整
備
工
場
。
予
約

を
と
る
の
に
半
年
か
か
る
と
の
こ

と
で
見
学
者
も
多
数
来
場
し
て
い

ま
し
た
。

先
生
方
や
学
年
・
支
部
以
外
の

会
員
の
方
々
と
親
睦
を
深
め
、
有

意
義
な
l
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

研
修
視
察
は
、
毎
年
9
月
末
の

土
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
も
多
く
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

《弓道部》

☆
関
東
個
人
県
予
選

個
人
（
1
年
生
の
部
）

【
5
位
】
千
葉
　
大
地

《柔道部》

☆
県
高
校
柔
道
新
人
大
会

個
人
8
1
k
g

【
3
位
】
脅
藤
　
慧
弥

《
霊
郡
》
　
　
日
田
叩

☆
高
円
宮
杯
書
写
書
道
大
展
覧
会

個
人
硬
筆
の
部

【
奨
励
賞
】
田
口
　
萌

桧
山
　
あ
み

個
人
毛
筆
の
部

【
奨
励
賞
】
伊
藤
　
萌

『
県
総
支
築
美
術
展
覧
塗
』

《
ハ
ト
一
ミ
ン
ト
ン
部
》

《写真部》
【
入
選
】
立
村
　
悠

大
塚
　
蘭
菜

☆
第
7
2
回
国
民
体
育
大
会

女
子
団
体

【
1
位
】
海
老
澤
　
花

海
老
澤
　
彩

☆
県
高
校
新
人
大
会

個
人
女
子
シ
ン
グ
ル

【
1
位
】
海
老
澤
　
彩

女
子
ダ
ブ
ル
ス

【
1
位
】
小
川
　
明
華

海
老
澤
　
彩

団
体
女
子
団
体

【
2
位
】
森
　
麗
奈

《
ウ
エ
イ
ト
リ
コ
ー
プ
イ
ン
ク
部
》

今
村

山
崎

《美術部》
【
入
選
】
高
橋鈴

木

明
日
香

洗
人

悠
斗

祥
隆

華
乃

大
成

凌
平

e

秀
也

智
華

☆
国
民
体
育
大
会

個
人
5
3
k
g
ス
ナ
ッ
チ

【
3
位
】
関
　
信
太
朗

亨
ン
書
±
【
6
位
】
ト
ー
タ
ル
【
5
位
】

個
人
鵬
k
g
　
ス
ナ
ッ
チ

【
6
位
】
平
澤
　
大
輔

ト
ー
タ
ル
【
7
位
】

《
造
園
部
》
　
　
鵬

☆
第
5
5
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

個
人
【
優
秀
賞
】
小
河
原
　
亮
太囲

☆
第
2
7
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア

第
1
6
回
全
国
高
校
生

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト

個
人
【
銀
賞
】
榊
原
　
美
夢

《
実
用
英
語
技
能
検
定
》

《英語部》

☆
高
教
研
英
語
部
英
語
暗
諦
大
会

個
人
【
入
賞
】
岡
野
　
郁
美

今
年
度
2
学
期
ま
で
に

1
2
名
が
2
級
を
取
得

（
う
ち
2
年
生
が
2
名
）

◎
P
T
A
か
ら
の
お
知
ら
せ

本
年
度
の
収
穫
祭
で
の
P
T
A

の
売
り
上
げ
は
、
茨
城
新
聞
文
化

福
祉
事
業
団
に
寄
付
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


